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Ⅰ　韓国農漁村の問題点と改善の方向
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韓国此業の問起点と農i魚村開発公社の設立

序

I 伽l'i竺1い村の問題，，F'、とり：＇，＇の方向

1 i|9 1い墨業の現`＇［！：

?． Iil泊点をしヽかに立占，るか

ふ 殷産加工の育成

II 農漁村開発公社

l 公り）概要

2 公打）事業計i川 (1968年）

序

韓国iごわい r ばヽ， 1967年l{1月ZOH，農漁甘llil発公社法

が国会を通過し 同月31H法律弟1960号として公布，即

日施行された）引きつづいて関係法令の整備か行なわれ

る一方，農漁村開発公社法に某づき公社の設立手続きが

隕始され同年11月18日，農林部長官の認可を了し，登

録手続き (I)＇王］をまって 1r9J'卜12月 113, 11:J'(に発足し

た，

公社の設立は，直接には朴大統領が第 2期大統領選学

に出馬するにあたり，従来同国の経済発展の過程におい

て，とかノ＼とり浅されが丸にな，ていた農油村リ）振興を

図るとしう Ii的でこれを公約＇ーにものであり，政治的な

含みが先i、Iし、し‘るように足けとれるが， t也）j韓国農漁

村の現状にかんがみれば，かかる公的機関の設立による

農漁村振興はほとんどいまや不可欠の政策的要請となっ

ていたと 1嘉］しれ，その記り、ー：は時宜を得三政策の展開

であり 9 /r1女におけるそ(I¥-1今仝な機能の発揮かJt)li，りされ

るのである。

このような意味で，その将来における意義を期待しつ

つ公社の全容について紹介を行なうとともに，これに先

だって，公「1，皮セの背最をなす悼国農業おいび櫻けの現

状・問出点を指摘し，ど(/)ような観点で韓IiI¥／)［閃業およ

び農村に対する政策が考えられ，公社はそのなかでどの

ような役割を期待されているのかを明らかにしてゆきた

い。

国の鷲異的ともいうべき経済成長のなかで立ちおくれた

祁分，そしてまず主す隔差がつき’)→力）る部分であるが，

他方腐業こそ国のも とも基本的沖業として絶対にそ(/)

訟役を過小評価てきない分野である，どいう認識がある，

そこで諸資料国 1)の総合によって，韓国農業の現状お

よび問題点の把握からはじめていこうと思う。

これら諸資料ににれば，次のどおりてある。

II) 最近の韓ll,l経済ぱ祁度成kをとい出発点J)，Kii

がきわめて低かったとはいえ，第 1次経済開発 5カ年計

画期間中 (1962~66年）の年平均成長率は実質 8.3%を

示したてJ この間において農業部門はほぼ着実な発展をと

け、年平均6,3％い生所の伸びをがした

特に第 1次，iI仙1C!)最終年次である 1%fi年の GNPIiki又

率ば実に対前年実質13-4％に上ったが，その裏づけとし

て製造工業の16％という伸びもさることながら，第 1次

I)、（望幻11％といり｛申びが大きい支えにtiったことを否定

することはできなし、

'C, 1967年かし二）第 2次5カ年叶画が開始された｝そ

の初年度においては10.5％の GNPの伸びが目標とされ

たが，工業生産面で22％の拡大をみたにもかかわらず，

仇文部門を中心とする第 1次産業部門0)生産の後退(々I

l、1f直い％減）に足を419 ばられ，実伯 H4%の成レにと

ど主→たのであふ

(3) このように，第 1次産業部門の動向は韓国の経済

全体の浮沈にかかわっていなこれを数字的にみれば，

詞部門は国民生州叫8％程度を占め， tた，農業労働］、

l]は就業人口の実に58％に達している(/)であるい2¥

第 1表 産業部門別国民生産(1962~66)

（単位： 10億ウォン）

生産

第 1次産業

第 2次産業

泊，；次産業

l9{i公 1963 196,1 1965 l 966 

(.:l5.0 693.0 750.:l 805.9 91:l.8 
252.,J 270.6 :ll4.:¥ 311.6 :!45.9 
(39. 7) (39. 0) (41.8) (38. 6) (37. 8) 
129.6 150.4 159.5 194.4 227.4 
(20. 4) (21. 7) (21. 2) (24.1) (24. 9) 
253、0 272._l 276 5 299.9 _340.6 
(A9 9) （39. 3) （37 (）） （37. 3) （37”,｝） 

l 韓国農漁村の間題点と改善l]）方向

1. 韓国農業の現状

農漁村開発公礼設立の背景には，韓国の農漁村が，同

（出所） 経済企両I覧『第14回帥国統，，1年鑑』 (Seoul,

1967)。

(i1.) 1965年1It常価格。かっこ内は各部門の占める比

直（％）。
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しかし静態的にはそうであっても動態的には，第 2次

およひ祐．i,i韮業部門 (7心激な発展によ，ご第 1次産業

部門の廿i対1l'蓮位は低―I、Lごぎている C, i tけ）ち，農業

生産の国民生産に占める比率は1960年の41.4％から1966

年の378％まで低下した（第 1表参照）c

また．農村から都市への人目移動が増加しつつあり，

年間流： I ：数＇•い IO万人なし、＇区（）万人といわれてし、るおりが

ら，総｝、 l|に占める農家八 IiJ)比率は196{）{1-し[）5x.3％か

ら1966年の54.0％に減少しているのである。

しかしながら，そのような地位の相対的低下にもかか

わらす．絶叶［ド］には第 1次麻業はまだ最大c□1りT イトを

もつ産業てわ Jて，しかも !'Hil年から196,-i什主での期間

における任済成長に対ずう乳業の寄与率，t'I’均□65％を

示し，国民経済のなかに占める役割は依然として大きい

ものがあるといわねばならぬ。

(3) 農業い発展に伴い！乳業構造の由iても萬炉艇化が

現われ・、ぎ• Jsi)，19h(I:|）・:,1966年に全〈間に農家戸

数は約 8％増加し， 1966年現在で 254ブ］下に達したが，

この間耕地面積は13.2％の増加となったため，この結果

1戸廿たり耕地面積は87/又光から9.1J又歩に増加し，農

家の規校構I戌旧からいえは吝細性がやや匹{ll＼れはじめ

たとし、二（嵐,,jをみせてし、9ー：＞し互`92表）。

これは，官庁が経営規模の拡大に熱心で， 5カ年叶画

期間中にかなりの開墾熱がみられたことにもよろう J も

/'ともし91げ内価格のあ，―l}j L_ ：-＇いでは経 i玲tt[I:I，！い拡大は

必ずしい国戌l心をよitti'{、おそれもある

これ':::|』かこ考えてお:、、さことは、別迅小{i制度が

事実上の制度として復活しはじめているという情報があ

ることで(ii:3)，政府も事実，不在地主制に対する制限の

撤廃に上，：嗚村地域へJ濯hliブルジョ '7,Lふiドハ流入を

図り良jJ)枷典の一助にし tうとする構想i,J、している

と伝えられるlfl4)。

（4) 韓国農業は前記(1)のような伸びをつグ5けた結果と

第2表耕作規枠・9ji11：：：：家戸数 （．i礼(,}: IM)（）I i) 

規 杜．J99 ヘ＇ 別 1960 1966 
--•. -． 

5 反歩未満 1,008.fi 893 9 
0.5 ~ l 町歩 706.7 818. l 

l ~ 2 II 485.9 656.9 
2 ，一ャ・ ,』）! 

” 141.4 1:36.7 
3 1111'1 以 l→● 6.9 34.6 

"i 2,349.5 I '.',540.:l 

（出所） 股林部『農漁村開発公ネt])構想』 (Seoul,

1967)u 

して食糧の国内自給率は1960年の92％に対し， 1966年に

； ：（）1％へと好転をかせた。しかし依然として食糧完全日

粕体制にはほと遠く，これは1971年の第2次5いいI圃

最終年次の最大の目標として残されている。また，経済

の発展による国民所得の増大によって，農産物に対する

需要には変化が現われている。韓国における食糧支出は

1%0年から19ゆ年生ぐに年率27.1％て伸びており，＇， 1，i要

砿他ぎみであるI;5)一，また需要J)構造にも変化が生し，

澱粉質から蛋白質，果物，高級商菜の消費へとパターン

が変化しつつあるが，この結果需要の伸びいかんによっ

て価格騰貴率にかなりの起伏が牛じている。さ，・,に見の

かしえないのは代，間加工需要と工業脱料需要が芯激に膨

,}l〈していることで友る(;16)。

このような需要の変化に応じて，生産物の構造にも変

化が生じており， 1960年から1966年に至る間に食糧作物

(＇)仙びが 43.h％であヴこのに対し，晶菜 113%，紅繭は

l ]いも，専売{i物は 160％の伸ひを記知し，乳牛叩数はl(）

倍に増え，主穀農業から商業的な農家経営への転換がめ

ばえつつある、9

しかしながら、現時点において韓国農業の実態を静態

内に見つめるならit，それは依然として自家消督のため

り i穀偏重農党：：：し、わざるをえす，未麦比率が実に79.6

％に達しており（第 3表参照），作物の商品化率はまだ

:l2.7％にすぎないのでありい 7)，主穀の完全自給の達成

を：（tかると 1国時に， 上に述べた転換を急速におし進める

第 3表農家）農林水産物収｝＼ (]%ti)（全国，｝＇ ’itり）

金 額 構成比（％）
(1000ウ ン

介 i:』l• 122 :1 100.0 
＇〉業収 ）＼ 119、6 97.8 
裳 作 物 1()8 7 88.9 l ()1) 1) 

米 69 6 56.9 64 (） 
麦 16.9 13.9 15.6 
雑 穀 1.9 1.5 1. 7 
’9 i :l. 3 2.7 3.1 

イ モ← 4.3 3.6 4.0 
蜘 k ' 63 5.2 5 8 
特用作物 3.1 2.5 2.9 
果 、I、ト 1.1 0.9 1.0 
その他 2.1 1.7 1.9 

度作物以外 10.9 8.9 
土日：i• 産 3.3 2.7 
保 釦： O.ti 0.5 
農産力11 I. (） 5 0.4 
その他 6 5 5.3 

14、産収 人 1 () 0.8 
水産収人 1. 7 1.4 

·----~--·ー→ →―. --.0- てマー ―-- ―- i - -- -・ -

（出！りi) 股材部『農漁村開発公社の構想』 (Seoul,

1967)。
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ことが農東政策に課せら~ I・に大ざな諜匙とな， Cいる 0)

ーマ、ある' 8)， 

1,ー＇ 次に農村 ,j)州得の間也かct）り，これば哀＇：益 H給ぬ

心成ととも：こ．韓1叶仇業に：：： cぎわめ：大ぎ＇` 、間四ど

してりしされてし、る

tす農産物価格(')面では． 1り6(）りから 19f-i6月主e,、1)期

間に,,・,.・;:it-舟定的に'<‘'--交易染件か農ぷ：＇こか t,；り (i

刊に 1民間してぎだが、 ,¥/,11別にばかなりの起化があり，

｝，｝—-特に仇給に弥］j 「牛力;ti:'、． l l ：菊阻lと41-rI i伽！りj: -―おけ

る価格の’変剰幅が 般に約 4割に j生するこどに人xtL間

咽がもろ ごこにおし、て凰飩的な価堺安定叶/ft,i 9;ど流

岨機溝の整備が緊口の要，;fiと九，），竺，

佃i「月におし、一て，t. 閏哨プ、こ他(7)忙党と c')間に大ぎな生IIt

,l'1恥芦が存在してお，＇）ヨ刀働者 l｝＼りたり付加価伯It.9it 

額における農林業 (1)」ド仇林染に対する比年は 1tI(i叫 (I)

. i7 4° (l ；りヽし‘,l (lりih]、9)44.{’’，）しご fヽ▲ーけしたど ii、＇え•. 依慇と

しデ、平分に，約となし、オ）： ｝ズあ i]． こい隔芸を急速にも；，

M)ー：ふくど要かふろ） 糾県とし-:. 1967りにおitるにl

民 l¥‘1 1たりり）り間i行得力S,‘;1) 71)（}（）り iー~ (忍）U7I・ル）

ごかる iこも，1)ヽ、り)j）らず、農民 J,J、ヽ1,1たり・、-:t □ 7j2fH}（） !i, 

'~ （糸り81Iヽ！し）と＼，.-,間丸']);1+.し＼-し、る［/)てあへ）

!iii 食協（i：物わ上ひ廂品什物の増P．い）！『後に叫l.I民Hi

1,9•}' 壮曽大を背娯としだ『[;'史 (I) 増加があ.,／こことは飢述の

どおりてあるか、 ミら i：：主，だ各力伽における技術的な進

ふももす；IJ、， C力があ 9,1：どは＼＇え，―-れに＇＇）し、ごぱざ

し．） iこ深亥1|tふは＇れカ・対ざ Alーなけれはな・．）なし、 どし力 Lに韓

l山）農党U:過去l(）印II巳tI・* { I /1. ，愧梨，改良釉 (1)｛史）廿

む上び水刊巾業い廿II てそ・：）と•) (J＇)進歩を紆験し，＇，こ しか

しなから， t;i立国農空ぱ本＇孔的に 1-．壌資；！泉お．しひ気象Lの

‘/  •7 {―tャ！＇力 J＜ぎ'.' ニオLを克服十るだめには4

叱増人（ハ媒体となる寸 l［廿j投人，，1叶IIを 1-,＇りなもいどし，丈

堪せ Lめる必要かり）る 1%7灯．i：： ; t全羅道を）l心と十，、ふ

内部い大1-［ iこL ,•C牒又生出 t（いに述＼だ，t うに対Ilij

り l;(）9)の減少を，，じ録したか、 これはこ(})よー）な` べ役隻化

：こ対十る対策がほとんと無iこ勺『しか，言に巾実の反映c-i, 

ぁちう 主た． 1%7,1の生光役退：よ、肥料箇で）中間投入

か，，I111J」に辻しな力、 ただめてもあると思われる') このよ

うに［P |廿1投）＼9,J、ー付辰な(,「)it、そil,し・,(/)供給｝）か脆泊なた

ふし，流叫・，，｝計 1OI溢路 \()こに上ると的え）•9,1 しる)

そ＆’＇｛也，水利 1/11柏 l□7,ij7(l(XI町ル］）うち丈に44''りが水

刊不良田ど t;`’てし、るこ',99]り1}祠，や、機械化が農家の

I [li i！ド）低：；、り入↓・,111且，凋；こす 1・ :t t;_.、-一ど、 耕地炉岬'‘t,J．り），ぷ

if欺ij［］し LIIIJh晶こ進j9＇し、 l-ご` V、な、` 、：：ー、などに 1閏迎か
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ある J 叫l_Kiにおし、ては上壌の流失（エ l.. 1ーン、ョン）か深

刻な間欧でわるが，これについても総合的，科学的な II

菜がみられな＼‘，

m 以後に息村の間也であ心が，韓1月C'）水廂業は漁業

装りii10)'吝細，紆沼規模ならひに加努技術の低劣さ(/)ため

和開発(I)段陪にある たとえは漁船の総数が 4 ]J-9(）（H)笈

てそい総、ン数がオ）ずかl6li7(）（）（)トンであること，そし

てそのような小灼附魚船がほとんと老杓化し Cし、ることに

!i: 11す、ざであう も，とも、 :. (})ようなイヽ利な条件 l‘̂

にありながら，漁疫氏は省実に増加しており， l965斗に

はすでに l78(）万ドルの輸出を行な，て，総輸出の1(）％以

トを記録した，現{I:、 lとして遠洋池業が拡大している

11 ll奴 Iiii・、沿面もいおよび五両ものが不振である｛

恥じ(/)水iが開発はi土＿として漁船の数械的拡大に屯，点か

おかれているか， I丈1f1i漁業技術者（1)』1|練，｛魚菜施設(j)維

特保全笠関係部1"］の開発が相対的に軽視されているとり

指摘がふる，

2 問践点をいかに改善するか

以 1_(})分析を伯捉として、今後の韓国牒沌村の発1代を

ばかるうえか f）ゼ、要な）j途が探求されなければな r,t; 

し、 そ1/),l0) tr.努りが従来主，たくなされてこなか，た

とばし'‘えな ‘v‘か，根本的な解決策の探求以前に，たとえ

は米Il，，lから(})余剰股花物の大鼠受人れによ，＇てそ (j)とさ

どきの間起、点をカバーするなとの1叶＃があり，端的にい

，て裳村それ1Il体は顧みられることが少なか，／こ，

たとえif. 1%1'1・に朴政権が成立し， 1962年から第 1

次経済I開発 5,}］年壮画がはし主，たか， ここにおける股

党0)とらえ｝j、 あるし、は、 そオけこり・えら｝した役割；iむし

ろ泊極的てあ，たといわさるをえない，なぜなら弟 l次

5 }Jt1・i,l両それti体が農党を日トとする経済構造を近代

化し，闊度化して紆済il、LLを達成することを H椋として

し、たカヽ t̀9・(-あるし（た1）］ら，，I画ii工業やインフラストプク

f 1 ア部門に1叩斜して立案されており，農業面ては経済

I、1、9!：政策の環として自給体制を確立するという役IIが

虎ii<、1,iff面に出これてし、たにすきなし、い

その結果として，途中，気象の変:'iiiその他諸種の減殺要

因はあ-,たにせ上第 1次壮画期間中にはかなりの製業の

増1発が達成されにことはたしかである， しかしれがら，

他）j人11(/）刑lJIIは、包激てふり，食料讃，ー；給のバラン人はむ

しろ悪化ぎみてさえわるそこで， 1967年からIJll始され

だ第 2次経済開発 5カ年壮両では，ふたたび食燦作物の

岬如こし，・c幻叡） ［I糸合を完全に心成することを主す第

-(/)要泊・.どせさるをえなか→に（「）てあろうし
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（出I'り） 籾H・ 立19,I盟＇礼I.HI}i」発公 t]，)構想』 (Seoul,

1967)，9 

遊休労働力は最大限に活用されうる可能ヤトがある，， 1966

りにわける｝農村労働））の構造をみると般股耕に従事す

るもり~8.7%，特殊{1物・畜せしおよび姜食に従中するも

75 
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し'17.8%，農業↓）外の労励に従事するもの8.7％に対し，

追休＇＇ウ働力は実；ユ 54.8%1こ達してお 1，これe'）吸収をは

かる（都市へのいたずらな流出をさけつつ）ことは農村

政策の大きし、 IHド］のひと＼である。

Ili 以上（＇）上りな作付体系の改訂心経済作物生性を促

進させるためには，農林水産物の市場拡大と価格安定が

前捉となる、ぎ？あるが，そのためには第 1次的には貯

位，処理・ IJII「いための他点が設闘ざれなけかは八らな

いすでに1966年までにこのような施設は 571カ所に設

けら几てい、9し＇が，そのうち径済的規模に達し: ¥，るもの

は少なく，＇ ff後新設さil、9) 1 (f)に吸収こ；れ，あるし、は拡

大・統合されてゆくものと予想されている(rt14)J

3 晨産加工の育成

農業問題は多面にま，だかる問題，’，1凸旦含しズおり，し

たがって農業政策も多岐にわたるが，前記 2.「問題点

をい、1)ヽ に改苺するか」：：：屯べたように應村な＼、し襟民自

什、(/)所得の1i',1I，かはかるこ＇v うヽフ／ 91 ）フィ、ーに由来す

る分野では前記公「間題点をいかに改善するか」 (1)~

(4)に列挙したような諸点の研究が行なわれて芸ており，

叉―，_り具体的れ1旦見方法と'.Cもっとも爪点をわいで桔え

られているのが農産加工業の育成であるぴl5)（，後記IIに

紹介する農漁村開発公社ぱまさにこのような加工事業に

;1＼、ttするもいてあり， こ］！しうな'h党m育成に tる農漁

民の所得増大をはかることをも 9)て日的としている C9

(1) ところでこのような農産加工の発達はいわゆる

I j産地造い＋業j と密見こ結び＇ Jし、ている二とに注意

しておく必要がある。われわれが先に公「問題点をい

かに解決するか＿ （1）および(2)において，収益性の裔い作

物および作ii体系を選択し，しこのは， もちろん I商業」ベ

ースに乗せることを考え―eーのことである J しからば土産

団地において適地適作農業の集中的闇発，ないし大規模

直•1発を行t；し、，同時に農水産物酎蔵処理施戊とド産団

地しこ設置し（，経済性りりと工場規漠と確保し， tり潤を
あげ，これを農村に直接還元しうるような体制を作るべ

ぎごある。このような1吃団地の将いま新しいことでは

な＇，が， これ主ではま，Jiトこく不振Cあった。その理由と

して，たとえば従来の主産地造成事業が単一品目につい

ごcl)主産団地化をめざしに，］＇こめ， IJ!l工業に年間を辿して

叫ば動を保；JIすることが：きず，結果としてし産団地も

加工工場もともに成功することができなかった。また造

戊こ伴う多額の投下資本り回収期間がlてく，他方当面の

臼I]負担か大ざ~、ため，投資がなかながすす主ながった

という面も指摘しうる。

76 

また，農産加工常のほうは，

（イ） これtでは原料股産物生産が季節的に偏っていに

ため，稼動率が低下しがちであり，他方で固定費用が巨

額に上，たこと，

（口） 一時的に集中［て生産した生産物を販光面でけl又`

期分散販売しなければならず，これに伴う資金回転に時

間がかがる反面民間賓本は不足しごおり，主た公的機関

も未整fiii(/）ため，金融卜．のファンリティーを欠いたこど

り 原料輸送費および製品輸送費の増大で投資収益率

が低下したこと，

(.::) ！JIl l―]処理技術か木発達のため製品(/)品質が悪く、

需要が伸びなかったこと，

困 国際市場の市況をつかみえず，そのため輸出市湯

の聞拓がわくれたこと，

などの理由によって成長がおくれていた。特に，（イ）の理

由は農産加工業の発展にとって宇産団地との結びつきが

必要であることを，ドしている（そして逆にJ産団地が成

立するためには農産加工工場との結合が必須であること

も前述のとおりである）c

(2) こり）意味から，現在の政サt(/）方向はl¥iに主産地(/)

数を増やすこと（注16)にとどまらす，成熟時期が異なる作

物を連結させた複合主産団地を造成し，当該地区に設置

された処則加工施，町刃卜間を通してフルに稼動できるよ

うにすることをめこしている。

農林部の資料〔CJ（注 1参照）に例示されているもの

のうち， じ干例をとりあげると，にとえげ，

（イ） 内揺地方の罐詰工場の場合

1 ~ 3月は柿および栗， 4~6月はマッシュルームお

よびア／、パラガス（後者は 7月まで）， 6 ～ 9月はトマ

ト，さらに10~12)]はふたたひマ、ソシュルームを取り扱

。
こノ

（口） 南海岸地方の総合罐詰上場の場合

4 ~］（）月ぱサバ，アジおよびフ 1)を扱い］2~3月は

カキおよびアサリを扱うほか， 4~6月および10~12月

：こマッンュ！レームを取り扱うことによって空t1期間をな

くす。

り 済州島における総合罐詰工場の場合

12~ :1 JJ;まミカン， 4 ~ 6 JJおよび10~12月の 2度に

わたり，9,ンュルーム，同じく 4~6月およびlO~lZ月

の 2度にわたりサザ工を扱うほか年間を通じて肉類の罐

詰を製造する。

（⇒ 総合澱粉工場の場合

従来サツマイモ澱粉の単一工場の場合10~12月の 3カ
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Ⅱ　農漁村開発公社
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褐占 1こよれば，韓国にお＇，＇ー：ャ） II門料］） 91,1叶化政策によ

て甘1□料の生産が飛躍的I―,；';j上 ，9,＇，それを農

ドにげし）用させる過程で，す・、 9：山91_, t,1・. い 1h}_．I’ ＇くJ -ととし，

これに取扱いマージン・flt5心とJgv,-,I、るため，結

果として，隅高なも J)となってし、るように見受けられ

る。また，注 1咲料 [B]バラグラフ 16は怜送面で刀

ネックないし政府の軽視に起因すると指摘 I.ている。

（注11) /t 1資料 [BJバラダラフ 18は、特,:190隻

ii/}; Cに洋マグロ船団の凰設1、:I '， グロ翰出に

L ろ外貨獲得を特記して、，；••9,—

（に卜］2) そのような姿党＇）｝） 1 } ？ ｝｝，し iて， 1967年

］月 lhI]に公布された農見双本社、力中心＇し，その前

伶t-Jいて農地担保法，此好物価杯安定凡本松，農業

災害対策法，農地造成法，酪農振輿法お kび農漁村開

発公社法が制定されたほか，農業協同組合法，：j-：地改

良事業法の一部が改II→された。事業としては， 1：地基

盤造成および全天候農業用水姫開発，農業技術U)開発

および杵及を通じてり）食糧増産事災，＇；幕要構造変化に

対心， ＇］）特用作物わよ rI、,＇r,J-9At ，！叫f, 農漁村こr：兒

/ ffり｛ 9-農水産物国内流妬')1lltit !, ｝ 7＇竺出増大を期

I―9: }：：たの「農工併進」闊中杓的！翡閉＇る農漁村間

発公ij')設立等がすすめ ì 9 9 

（注13) 第 2次 5カ年it胆lでは，股業袖門の牛産増

加につき下表のような目標をもっている。糧穀，舒済

作物，仮業，畜産および漁業のそれぞれについての考

え方，ならびに投資計両それ自体につし、て Ii, :一こて

:1省略するぃ
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(/1: l4) 注 1'it料 [CJによれば，既存施設571カ

所のほか， 1967-71年問に402カ所が新設されるが，

数ど 1てそ召）まま lf．栢みされるものてはなし、0
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(，1 11i) it 1資料［ C〕： ti痒地心戌ポ業の年次計

I’h，ら~示 I ているが，第 2 次 5 }J ;1-，，十IdII！出終年次たる

J'l7]年：こは，農業部門19品 tl―[」産他愁 2叩力所（た

しぇ： t,養蚕72,マッシュルーム 125、 ―/ 7、ベラガス 12,

苧！利.1竺， トウモロコシ 7t,,し）， II.1林釦l"J2品 Hで13カ

所（シイタケ 5,クケり子 8)，畜産部門 4,ih11て64カ

所（たとえば，乳't'-21, 肉牛14,簑鶏20)，水産部門 4r',1'1 
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II•□71 ヵ所（たとえば，ハマグリ 18, 1Jご＼和1itll6)，合

,；1 39メカ所~か心成されることにな—,―てし、，"J -9 

II 
農漁村開発公社

1. 公社の概要

前述のように，直接第一義的には農漁民の所得増大を
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はかることを日的とし，これを主として農畜水産物加工

業の開発・育成を通じて実現させるために，農漁村開発

公社が生み出された。一言にしていえば，従来の米作偏

直の自家消費的農業経営では，焚糧は増産されたが，農

村それ11身：t国の経済り成Kがら取り残ぎか，それは農

村自身にど，ての不幸て t門，るのみか，け— 9 ぎょく、国全体

の成長のネックともなるおそれのあるところ，農漁村の

生産を多角化したうえで加工と有機的に結びつけ，農水

産物の販路および価格の安定をばかり，かくてはじめて

農漁民(Il所料の向上，および、ひいては幅広くかつバラ

ンスのどれ竺lJ]内マーケ．I 卜の形成を1,T能と［，国民絆

済全体の調和のとれた発展の基礎を形作ろうというのが

公社設立の基本的思想である。第 2次5カ年計画の当初

計画 il'｝(ifi年丸に立案）においては農漁甘I！り発公社の存

在自体は予巴ざれていたか，＇ビが，その発足以後におい

ては，与然これを 5カ年nt画における農民所得向上政

策の中心とみなし，それにそれなりの役割を与えてゆく

ことになるであろう。

このドうべ笞え方が出現しだ背最はすでに削節の 1お

よび2にお，ヽ て十分述ミて＇，、るので，以下におし、ては農

漁村開発公社法 (1967年1(）月 31日法律第1960号。以下

「法」という），同施行令 (1967年11月l3H大統領令第

3271号以ド「令」とし， 0))および公社定製（以下「定

款」と 'i‘:!）；こよってそり）概要を整理しておこう c

(1) 11 11-J 

農水産物の貯蔵・処理およぴ加工業を開発育成し，農

漁民の所得を増進することを目的としている（「法」第

1条おしひ「定款」第 1条）

(2) 2:FI O汀生格と資本分

公社は農漁村開発公社法という特別法により設立され

（「定款」第 2条）全額政府出資になる特殊法人の形をと

ることにた名（「法J第 2条）

資本令の郷ま50億ウャ/-：：ふるが，そ 0)払込みの時期

および1耀は国務会議刀審議を経て大統；；員が定めること

とされている<,(「法」第4条および「定款」第4条）。

その第 1回の払込金は1⑯意ウォンとされ（「法」第 4条お

よび定］次第4条）， 1%7年度予算に』Lざh,1967年

11月14日払込みが行なわれた 残余は19h“斗1文予算にお

いて20悠うォン，同年度辿叩予算でさらに2(~意＇うォンが

確保される予定である。

(3) 役職員

公れには社長・副社長各 1人と理事5人以内および監

事 1人をお／， 理事は公社~の定款J:: 3人と定められた

（I法」第8条第 1項，「定款」第 6条） C9

社長は農林部長官の提案により，国務会議の審議を経

て大統領が任命し，副社長および理事は農林部長官の承

認をうけて社長が任命し，監事は農林部長官と協誂して

財務部長官が1—「命する（「法」第 8 条第 2 項お J:: び！定

款、'|第7条）。

社長・副社長および理事の任期は 3年，監事の任期は

2年とされている（「法」第9条および「定款」第8条）。

tJ長は公社を代表してその棠務を統轄・処理する 副

社長は社長を補佐し，社長に事故あるときはその職務

を代行する。理事は「定款」（r定款」ではこれをさらに

「職制規程」にゆずっている）の定めるところにより業

務を分掌し，社長，副社長ともに事故あるときには定款

(}「職制規程 l}(｝）｝じめる順f,'fにしたがって社長の職務

を代行する。監中は公社の会計を監杏する（「法」第l(）条

および「定款」第9条）。

公社の役員は刑法その他法律による罰則の適用におい

ては，これを公務員とみなすごとになっている（「怯 l冷

lど条および「定枯、'|第11条）。

このほか，役llについては欠格事由（「法」第 1]そお

よび「定款」第 10条），兼職制限（「法」第 13条および

「定款」第12条）なちびに競業禁止（「法」第14条および

1/t款」第1;｛条）の現定がある，、

公社社長には申均嬉元農林部長官が任命された，

(4) 議決機関（理事会）

公社の業務に関する重要事項を決議する機関として，

社長，副社長および理事（現在 3人）からなる理事会が

おかれる。監市も理事会に出席Lて意見を陳述しうるほ

か、農業協同糾合中央会会長および水産業協同組合中央

会長は理事会に出席して意見を陳述しうる（「法」第15条

および「定款」第17条～第21条）。

なお， 「定款1第22条によれげ，則事会の議決を経る

ミ，ぎ事項として、

／i) 公社の市業壮画．資金,;Iー画その他業務運腐に関す

る基本方針に関する事項

（口） 予算および決算に関する事項

バ社債の発行とその償還に関する事項

口 資金の長期および短期借入とその償還に関する事

項

以下，合計16項目を列挙している。

(5) 事業

公社は， 「法＇弟 1条および 1定款」第 1条に掲げた

Il的を達成するため，次のような市党を行なう，
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:11 農水i産物の則蔵・処哩および｝JIU施設に対する投

資，建設およひ運営

（口） 農水産物の貯蔵・処理および加工施設に対する国

内資本および外貨の調逹し定款 j第26条泊 2項の規

定からみて，合弁事業形態による外資弗入を含むも

のとおえられる）と貸1寸（貸付け、農業協1い］糾合士

たは水産業協同組合を通じなければならない［「令」

第16粂，）お上ひ、` その社1}；I'.

り 農水産物の貯蔵・処理および加工に対する技術指

導および経常指導と外国技術の導入およびその斡旋

（外国（ハ技術麻人としごは 2国間¢)技術淋人〈技術

援助を含む〉のほか、 AID,F AO, UNDP,コロン

fプ i，などの国際的な技術協りを期待[-←いろも

のと思われる。）

i二1 農水r産物のtt]蔵・処理わよび加―［製品に対する rli

場開拓，輸出およびその斡旋と原資材購人およひ輸

人供給

此） 農水産物のJI‘i蔵・処埋わよびJJII―l製柑，；こktす名，’,,',

質管理

バ （イ）～点の各J旦日の付常業務およひ『政附委嘱事梨

（「法」第16条第 1項および「定款」第24条）

なお，じ人 l・の各項日の「喪水産物(/')：t]蔵・処蝿および

加工施設」の種類と範囲については「法」第16条第 2項

をう It, I令l第15条が次J)ように定めてい名

t -1-「種和」は次］）とおりてある。

（イ） 農水産物の食品処理および加工（罐詰，ビン詰を

貪む） し＇）＇こめ］！り峰設

（口） 澱粉およびこれを原料とする処理および加工のた

めの他，，父

り 農水産物の食用油脂処理および加工のための施設

1コ蚕繭処理おしび加工のだめの施設

体） 葛茎，木工芸，莞草類，麻類および竹慎,})処理わ

よび加下のための施設

バ農水叱物の乾燥冷凍冷蔵，煉製品魚粉の処

理および加工のための施設

ト 真珠枝や貝如勺t(1)処埋および｝JIll*(1)ためり施設

囲 肉，乳，骨等の処理および加工のための施設

凸兎も豚毛と〔皮おtび同皮革の処理お只び力Il[

のための施設

図 飼料の処理および加工のための施設

し！麦組稲藁， トウモロ -1シのや糠等農水産物の

副産物の処理および加工のための施設

主，Lこ，その「範囲 I:ま次のとおりてある。
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（イ） 前述の施餃による）爪料生産に必要な柿菌，ビニー

ル・ハウス等の施設

（口） 前述の施設において生産される製品の包装に必要

な容器工場施設

い 前述の施設の運営に必要な運搬手段と貯蔵および

販売加没等の付帯施設

（（｝） 資金の調達

公社(f)’'臼本金け(2)で述べたとおり→印億ウォンとされ

ているか，事業を行なうにあたっては自己資金のほか，

もバ印次の各種の他人資金による資金繰りが必要とな

7¥し-)、9

（イ） 社債を発行する

（口） 敗！1］補助金の交付を受ける

（）＼ 財政資金の貸付を受ける

(---) 長期およひ住1期の{1ヤ人をする

困 特に外国資本の導入（合弁事業形態による外資導

入を令打）をはかる国際機関からの借入も含まれ

ょう，

これにつき，

(f) 社伯硲行：公社は［法」第16条の規定による業務

遂行上必要なときは，農林部長官の承認（そのため

農林部長官は財務部長官の同邸を求める）を受けて

社債を発行することができる。政府は，社債の元利

金の｛竹還にバき，保証を行なう-＿とができる（「法」

第l')条，「令裕18条）ツ

社債は券面額1000ウォン以上とし，利札付き無記

名式伯券とする，たたし応募者または引受者の請求

により記名式にすることができる（「定款」第29条）。

社忙叶il子けり 2回姐払われる．据置期間 (3年以

内）をおくことができる。償遠期間は据置期間を含

めl(）年以内とする（「定款」第30条）。

社伯い償遠叶画は籠―しド業年度ことに11成のうえ猥

林部長官の承認を受ける必要がある（「定款」第33条）。

（口） 政府補助金の交付：政府は公社の事業に対し補助

金を交付することができる（「法第20条）。補助金を

交付Lうるのは、農林部長官が殷水産物(T)貯蔵、処

理加工業の開発上必要であると認定したとき，な

らびに政府から公社に事業を委託したときに限ら

れている（「令」第19条）。

り 財政資金の貸付：公社は財政資金運用法第10条農

業協同組合怯第 153条第 2項お上び水産業協同組合

法第 132条第 2項の規定にかかわらず（注 1)，政府よ

り資金の貸付を受けることができる。
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仁） 長期および短期の借入：これについては「法」に規

定はないが，公社の事業活動上当然に認められるべ

きものであり， 「定款」では次のように取り扱われ

る。すなわち，公社は業務遂行上資金が不足すると

きには，農林部長官の承認を受けて．長期借入をす

ることができる。（「定款」第 32条第 1項），なお．

長期借入については毎事業年度ごとに償還計画を作

成し，農林部長官の承認を受けなければならない

（「定款」第33条）。

また，公社は資金の一時的不足に充当するため，短

期借入をすることができる。この場合には長期借入

の場合のような承認は要件とされていない（「定款」

第32条第 2項）。

困 外資導入：公社は目的達成のために必要なときに

は，外資導入をすることができるほか，農水産物の

貯蔵・処理および加工業者に対し外資導入の斡旋を

することができる。この外資導入において，外国人

と合作投資（合弁事業）の方法によることができる

が，この場合には，総投資額に対する外国人の投資

比率は理事会の議決を経て農林部長官の承認を受け

なければならない（「定款」第26条）。

公社がこのような外資導入を行ない，あるいはそ

の斡旋をするにあたっては事前に農林部長官の承認

を受けなければならない（「定款」第27条）。

このような外資導入（借款であると直接投資であ

るとを間わず）が一般的に韓国の「外資導入法」の

適用を受けることは当然のことと思われる。

以上のH)～困の具体的資金調達源として公社は，国内

的には政府の投融資以外に農協および水協の投資および

融資，一般金融機関の融資さらに工場没置主体となる民

間投資家の投資を期待している。また，対外的にはアジ

ア開発銀行 (ADB)借款，世銀借款，アメリカ AID借

款，外国民間商業借款，外国金融機関融資さらに工場設

置主体となる外国民間企業の匝接投資を期待している。

また， 日本の有償経済協力資金もその一部として期待さ

れている。

なお，公社の余裕金は国債の買入，または農林部長官

の指定する金融機関への預託のいずれかに運用しなけれ

ばならない（「定款」第38条）。

なお，公社の事業決算上の損金または益金の処理につ

いての規定（「法」第21条および「定款」第37条および

第38条）は省略する。

(7) 業務の監督等

公社の政府特殊法人としての性格から当然のことでは

あるが，事業計画と収支予算の編成および決算（「法」第

18条第 1号）をはじめきわめて多くのことがらが農林部

長官の承認または認可事項となっている。これは役員や

職員の人事，財政（この場合は財務部長官も関係するこ

とが多い），業務のあらゆる方面にわたっている。

このほか一般的に農林部長官は公社の業務に対して監

督し，検査を行なう権限を有している。その結果しだい

では是正命令を出し，役員の解任を要求し，あるいは社

長の解任の建議を大統領に対して行なうことができる

（「法」第17条第 1項および第 2項）。

財務部長官は，公社の会計監督上必要と認めるときは

農林部長官を通じ公社に対して報告を求め，あるいは是

正を要求することができることになっている（「法」第17

条第 3項）。

2. 公社の事業計画(1968年）

昨1967年12月 1日に発足した公社は，本年2月末1968

年の事業計画について，農林部長官の承認を得たので，

これまで説明したところの具体化の例として，その概要

を次に述べることとしたい。

総投資額は68億0500万ウォンで，そのうち，施設資金

29億9400万ウォン，運営資金38億1100万ウォンとなって

いる。

資金調達については，内資のほか前記 1.「公社の概

要」 (6)「資金の調達」伸）の規定にしたがい，アジア開発

銀行からの借款ならびに日本およびアメリカ等からの財

政借款，民間借款ないし合弁投資受入れを積極的に検討

していると伝えられている。

事業内容は冷凍冷蔵（コールド・チェーン），食品罐

詰澱粉コンヒナート（ブドウ糖製造），ブドウ酒製造工

場搾油工場麦刊パルプ工場，主産団地造成（養豚，

養鵡），製罐，エビおよびハマグリ養殖加工，マッシュル

ーム加工等で，事業規模等は第 6表のとおりである。

（注 1) 財政資金運用法第10条は財政資金の運用先

について 6項目の制限列挙を行なっている。貸付先に

ついては斡国銀行，韓国産業銀行，農協中央会，水協

中央会，中小企業銀行および国民銀行のほか特に財務

部北官か定める地方自治団体または金融機関とされて

いる。他方，殷業協同組合法第 153条第 2項は「農業

に関する資金は農協中央会のみが政府または韓匡銀行

から借り入れることを得」とし，また，水産業協同組

合法第 132条第 2項は「水協中央会以外には水産怒：こ

関する資金を政府から借り入れることができない」と

定めている。

81 



1968070084.TIF

ご→匹rr¢r-•9r“”.•，…--賓 詞 ””999<”99/＾”'rr~99999rぷ＂ぺ々99ぺて999,E9べ999¢べ9999Fぷ999E9A--”^＾«99ヘベ-'”F9`．．rr999<て9999.-99999Z只●9999ぺ雫999Z<¢””’’””’’””'夕疇•999^”9999•

竺 6 索ン』、●，t

I
 ，
 

’廿 只
汀

t
 

t

r

 

叫岱村 1開発公社1968年度虫庄叶両人 （箪位： 100万ウォン）

ー、9 • -- ―̀--• • ---• ----・、---

投責面
仲数

I 
伽朽（目己賓企以外グ）資金調逹f定な,'_)

他，，文責合連，し、食合

冷沈．冷改
イ、玲冷！： 9，7 i加l＿桓は

冷沖冷絨（中規応）
，、冷 叫（小規朽）

紐合文 r1 1 1 1 (：茫，｝．．）

i又芝f背E)Jl,（）（}t)＼1[ r 2 
”2(l() ‘’,i'1• 9 
!！ 2(）・1!• 9i、J I :-J() 

'r!『 l5,60(）91] 1 、
I 

75,00IY.応'’
｝ 

光 15,（｝（l(）＂’rフ I・,., l'c1i 1:,↓; i :1 
果 1'加 1 i・プトり酒 i
杞合搾訓梵製―l パ.:I :1 凶'•15 、(）（）（）＼1, ＇ 1
麦和 ，し！ t f1,4' ｛i, (）（）（）‘1 1, 

上産［］］咄
イ． 芦：，．r、 2.(1,（）（）（）孤！ ］ （）（） ／ 

ロ． iる位 l(）（）万．＿1i l. 8(）（）!' 
籾．窟資材 - , --、・し 4, 3 1 (）＂・i.，． 

割 閤小

{、 1,(）（iI)） ｝ (I, 1 48) 
45(） 472 1 AI)B（アノア 1開発銀行）借款予定
4(｝（） 9 4(）（） 99 

21(） i 276 

）ヽ

,＇i l (） 

:B4 
:¥5 

21)（） 
：汀5(I

: 9 2 7 { ｝） 

R4 
ll);, 

309 | AI)B借款， アメ）力民fH-f定

642 （済州島）ADB1/,i款予定
35 （大田）Al)B1+i：文、 H本合弁予定

85(） ！ AI)B惜忍 II本民借 J．一定
ADB惜訣—f定

ニヒ‘且府： ！）II l l 1)＼l / I I, 

マ y ンュル•.. • ̀  fJI I -1 2k,1 `9f. 9 9 1 

；｛，：し叩克 II[ 

A
f
 

／
＇
 

,I 

応(I

l t ; 

: i (） 

2(）（I 

(200) 
巳J! ADBil,i ，；次—［応
85 I Al)B借欺 f応

544 i AI)B借床—f定
A「)B借，［k, ll本・ 7メリカ合弁予定

4h ! . （1澤印直務‘女郡）ADB借款， H本合弁予定，
1 こび） i iかハマグリに＇）ぎ !, 2カrTilー，定

:u I ADB!!¥，ば、 9 「メし力合弁予定

I 5ti I こ：今叩1 3”8] ] 
C ~'  

6、805 i 

（出所） 以笞村閉兌公社『19心 'Lt笈 'h匁，，Ii廿IIぢ(JI又1':f爪I；気』 (Seoul,191沿）。

（外務省経済局ア；；ァ諜 篠沢恭助）

アジア経済研究所刊行'''''''''"'''"""'''"'"""'''"'"""'"'''"""'"""""""""'"'"''''"'"'"""""""""""""""""'""""""""""""'"'"""'"'ヽ"""'''"'"'""""'""'"""""""'""'"''""'

アジアの経済成長と貿易構遥9 [>証済成Kと貿刷蒻jし（入江猪太良ll)[>工業化過程の理論とそ(/)

袢 戸 大 学 粘 校 入江猪太郎，翌i

190頁¥380 

アジアの第 1次 商品貿 ZJ

一撰大学教ら2 小闊 泊桝

260頁¥520 

哀南ア茅 1次商品の価格安 定 施 策

El :¢.銀行
ァ；ァ調角課及渡辺長雄泣

180頁¥540 

アジア哭るの地位と特慄

ご 四学 院大 賃片山謀二苫

180頁¥540 

怜証（I!野玄二)[>アジア諸国 C'）経済開発叶画（安井作二)[>アジ

ア議国にわける絵出変化と貿品栴造（三辺伯-夫)[>アシア諸国の

エ党化と貿易構追（村上敦）

t>ト＇夕不足と低開発国間閉（小島清） t>第 1次商品貿易と共同市

＇si(小1,9：j州） t>束｝fiアジア請国；乃貿易集中度（相原・光）t>米骰経済

の店1胆的安定（迎見，湘三） 〔付録）文献解題

[>価格安定化の緊要性（江部貞四郎) [>価格変動要因（内山洞一

111:）[>国院咋品協定の現状（内山詞一郎) [>その他の安定施策の

現状（内山詞一郎) [>価格安定施策の効果と限界（内山潤一郎）

[>最近にわける国際的な h闘割翡貯構想（裔橋邦年) [>結論（渡辺

長雄）

I>計界貿易における低開発地域の地位と特質I>低開発地城貿易

におけるアジアの地位と特質I>アジアの貿易市場樅造の分析

I>アジアの商品貿見樅造の分析

'''''''''''''''''''''''''''''''''"''''''''''"'''''''''''''""'"''"''''''''""'''"""'""""'""'"""'"'"""""'"'""""'"'"""""'"""''"""""'"'""""'"'"""'"""""""""""''"'"アジア経済出版会発売

8i 


	序
	I 韓国農漁村の問題点と改善の方向
	II 農漁村開発公社

